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はじめに
  
これまで、揮発性有機化合物（ＶＯＣ）についての長期間にわたる室内濃度を測定した結果は報告されている。しかしながら、準揮発性有機化合物（ＳＶＯＣ）については、室内濃度を測定した報告はあるが、長期間にわたりその濃度変化を測定した報告はあまりない
。
 
そこで、我々は、壁紙、床材等のＰＶＣ製品から出るＳＶＯＣ室内濃度変化を知るため、モデルハウスを使用し、施工直後から
1
年間に渡り経過観察を行った。
  
２．
 
実験方法
  
実験の対象とした部屋として、図１に示したモデルハウスの１階、２階の対称的な２部屋を使用した。
 
⑤③
1
階①
2
階吹抜※②、④（居室）のサンプリング位置※サンプリング場所名称（ポンプの設置は部屋の中央部、高さ
1.2m
～
1.5m
の位置）①　１Ｆ踊り場②　１Ｆ居室③　２Ｆ踊り場④　２Ｆ居室
2.4m
⑤　外気ポンプ→
2.6m3.5m
　②　④バルコニー玄関
  
図１
 
サンプリング場所
  
新たに壁紙等を施工するにあたり、今まで施工されていた材料を剝離後、𨻶間等に目張りを行い、室内の気密度（約２
cm2
／
m2
）の確認と換気回数（
0.5
回
/hr
）の設定を行った。なお、モデルハウスは図１の⑤の位置から外気を取り入れ、各部屋に独立的に供給され、各部屋には吸気口と排気口が各
1
箇所ずつ設けられている。室内温度は常時
28
℃にてコントロールし、室温、壁面、床面、天井面の温度および室内外の湿度も記録した。
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施工材料として、一般に市販される壁紙と床材を製造工場から直送し使用し、壁紙は壁と天井に施工した。
  
室内空気の捕集には
TENAX TA
管を用い、図１と表１に示すようなサンプリング条件で
n=2
でサンプリングを行い（図２）、その後ＧＣ／ＭＳ分析を行った。今回対象としたＳＶＯＣ成分は厚生労働省から指針値が提示されているフタル酸エステル類
2
物質［フタル酸ジ－２－エチルヘキシル（ＤＥＨＰ）、
 
フタル酸ジ－ｎ－ブチル（ＤＢＰ）］と
TVOC
および２－エチルヘキサノール（２
-
ＥＨ）とし、
2003
年の
12
月から
2004
年の
12
月まで、施工後
1
年間にわたりモニタリングを行った。なお、期間中はサンプリング時以外の人の出入りを極力抑えた。
   
表１
 
測定方法
 
測定項目捕集時間捕集流速測定装置ＳＶＯＣ
24hr0.1L/minTDS-GC/MS
ＴＶＯＣ
30min0.1L/minATD-GC/MS     
図２
 
サンプリング風景
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結果と考察
 
施工後
1
週間、
2
週間、
4
週間後とサンプリングを行ったが、ＤＥＨＰは
16
週目ぐらいまで１μｇ
/m3
前後の変化であり、その後は若干下がり
0.6
μｇ
/m3
前後で推移した（図３）。壁紙、床材とも製造直後のものであったが、思ったより濃度変化が少ないことが観察された。
 8
月に相当する
32
週目は、室内濃度が若干高くなっているが、この現象はＴＶＯＣにおいてより顕著であった。これは、室温は
28
℃にコントロールされているものの、本実験の年は近年にない猛暑であったため、壁面内部の温度が上がりその影響を受けたものと推定している。
 DEHP
は、施工から数ヶ月間は若干放散されやすい傾向があったが、厚生労働省の示す室内濃度指針値をはるかに下回る濃度であることが確認できた。なお、東京都（
0.05
μｇ
/m3
～
0.6
μｇ
/m3
）や環境省（
0.02
μｇ
/m3
～
3.4
μｇ
/m3
）の実態調査でも室内濃度指針値をはるかに下回っていることが報告されている。
 
ＳＶＯＣのひとつであるＤＢＰについては、施工材料に使用されていないこともあり定量下限領域で推移していた。
 02468101204812162024283236404448(Week)(
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図３
 
ＤＥＨＰ室内濃度変化
 
一方、ＴＶＯＣの室内濃度の推移は、施工直後は非常に濃度が高いものの急速に減少し
4
週間後には厚生労働省の暫定指針値である
400
μｇ
/m3
を下回った
(
図４
)
。これは、ＤＥＨＰの考察でも述べたように、製造直後の製品を施工したため、製品からの放散速度が大きく、室内濃度を高くしたと考える。
 100
μｇ
/m3
と低水準になったＴＶＯＣであるが、
32
週目に相当する夏場に若干高くなっている。同じような現象は、厚生労働省研究班の住宅実態調査報告でも報告されている。
 
一方、ＤＥＨＰが加水分解したときに発生する
2-EH
についても、その室内濃度を測定したところ、
12
週目より
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検出（
3
μｇ
/m3
）され、ＴＶＯＣと同じく夏期に上昇（
9
μｇ
/m3
）しその後減少した（図４）。室内濃度はわずか
 
であるが、これは、当初から材料に含まれていたものがＴＶＯＣ同様、夏場に出てきたものかどうか、今後の検討課題としたい。
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ＴＶＯＣ室内濃度変化
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２－エチルヘキサノール室内濃度変化
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まとめ
 
①
 
ＰＶＣ製品から放散されるＳＶＯＣ、ＶＯＣの室内濃度を施工直後から
1
年間に渡って観察した。
 
②
 
ＳＶＯＣとして、ＤＥＨＰが観察されたが、その濃度範囲は
1.4
μｇ
/m3
～
0.4
μｇ
/m3
と、施工直後から１年間で大きな変動はなかった。
 
③
 
施工間もない時期でも、ＰＶＣ製品に由来するＤＥＨＰの室内濃度は厚生労働省室内濃度指針値を２桁近く下回っていることが確認できた。
 
④
 
ＴＶＯＣの室内濃度は施工直後は非常に高いものの、急激に減少し１ヵ月後には厚生労働省暫定指針値を下回った。
 
⑤
 
建物全体が暑くなる夏場では、ＴＶＯＣもＳＶＯＣも室内濃度が少し上がる傾向があった。
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